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アンコールワットについて

１．なぜランウンドクルーザーか

　私は，つい４日前（1991年１月）にカンボジアか

らもどってきたところです．用件はトヨタ自動

車が「ランドクルーザー」を２台アンコール遺

跡の保存・修復及び盗難防止のパトロールのた

めに寄贈することになりましたので，それを届

けに行ったわけです．１月19日に贈呈式を行っ

たところです．

　どうしてランドクルーザーかといいますと，

カンボジアでは雨季と乾季という二つの季節か

おり，雨季というのはだいたい６月，７月，８

月，９月，まあ10月ぐらいまで，実際に一番降

るのは９月から10月にかけてです．その間に，

1,700～1,800ミリぐらいの雨量が，だいたい一

か月で全部降りそそぐということになります．

急に水がでますとこれは洪水になります．それ

で実は遺跡が水びたしになる．そういったとき

に，カンボジアとクイの国境からいろんな人が

遺跡の中の彫刻や浮彫りの一部を持ちだし，バ

ンコックあたりで売るわけです．犯人を自転車

やバイクでおいかけたのですけど，どうも間に

合わない．とくに雨季のバケツの水をひっくり

かえしたような雨が降るときには，やはりラン

ドクルーザーでなければ遠くの遺跡の場所まで

いけないのです．それに遺跡は必ずしも遺のあ

るところにございませんから，そういう意味で

この２台は盗難防止のパトロールに役立つわけ

です．

石　　潭　　良　　昭

２．カンボジア史の展開

　それではさっそく本題に入らせていただきま

す．カンボジアには１世紀ぐらいにすでに扶南

という国があった.ちょうど239年に日本の邪馬

台国の卑弥呼の使者が魏に使いをしたときに

は，それより10年前に同じ三国の其の孫権が，

カンボジアヘ使節を派遣していた．そのときに

インドのクシャナ朝からカンボジアヘ使節が来

ていた．そこに中国の使節米応と唐黍という二

人の使者が来たわけです.そしてカンボジアで，

ばったり，インドの使節と出合ったのです．だ

いたい229年から230年にかけてだろうと思いま

す．ですから，そのときからすでにカンボジア

という国は存在しておりました．この扶南研究

は，広島大学におられました杉本直治郎先生が

先鞭をつけて集大成されました．そういうふう

に３世紀ぐらいからすでにカンボジアという国

は存在いたしました．史料を裏付けるものとし

て出土品が出てきたのです．ちょうど今のメコ

ンデルタのところにオケオ遺跡というのがあり

まして，これは扶南国の外港だろうと，言われ

ております．そこからはローマのコインがでて

います．マルクス･アウレリウス（152～158年）の

ローマ・コインがでてきております．その扶南

国の北のほうに真誠という国がありました．チ

ェンラと言っております．

　これは中国の史料からなんですが，その北方

の真誠国が結局その扶南という国を併合してし

まう，征服してしまう．その後，真誠国内では

分裂などいろいろな政治的な争いがありまし
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だ．

　９世紀になりまして，アンコール王朝という

ものができてまいります．そのときには，すで

に東南アジアではジャワのボロブドゥールが建

追申でありました，ジャワだとかマレーシア，

スマトラ島，あの付近にいくつか大きな国もあ

ったようです．アンコール王朝のありますシエ

ムリアップ州，そこへ行くにはメコン川をさか

のぼってプノンペンまで，プノンペンからトン

レサップ川という川かおりまして，それにつな

がるトンレサップ湖がございます．これは非常

に大きな湖でして，雨期になりますと湖の表面

積が乾期の三倍に広がる．すなわちメコン川の

水が逆流して流入するためです．そして，その

湖の東岸奥まったところにこのアンコールワッ

トがございます．９世紀といいますと，アンコ

ール王朝はまだそう大きなものではございませ

ん．まだまだ小さなものでした．それで，アン

コールワットができたのは12世紀です．ですか

ら，それまでいろんな試行錯誤をしながら，発

展があったり，内戦があったり，分裂などがあ

りました.それで９世紀から約300年という準備

期間を経て，アンコールワットというああいう

大きなものが追られてくるわけでございます．

そして，12世紀前半にアンコールワットを建立

した後にまた，アンコールトムという大きな宗

教都城を造営して，その後に，15世紀にカンボ

ジアは滅びてしまうわけです．

　ちょうど1296年に元の使節団がやはりカンボ

ジアを訪れております．その近隣諸国のチャン

パ，ビルマのパガン朝，ジャワのマジャパイト

朝などが，元の軍隊によって滅ぼされたり，徹

底的にやっつけられたりしておりました．カン

ボジアはその使節が来ましたときに恭順の意を

あらわしまして，なんとか丸くおさめてくれた

ということです．その使節の申に周達観という

２

人かおりまして，中国人で，江南の人なんです

が，その人が『真腫風上記』を書いたのです．

これは非常に貴重なものでございます．それが

1296年，そのときアンコール朝はまだ光輝あふ

れる栄光が残っていたということです.1350年

ぐらいから，西隣のアュタヤ朝が戦争をしかけ

て末ました．それで何回か戦争を，大戦争をや

ったのです．そして1431年から1432年にかけて

完全にアンコール朝が滅びてしまった．南部へ

のがれた王たちは，アンコールワットそのもの

を忘れてしまったのです．そしてその後継王た

ちは，やはりクイとベトナムの両王朝にはさま

れて，あるときには，タイの王朝の支配下に，

あるときはベトナム王朝の支配下に入った．プ

ノンペンの近くのウドンの地には，アンコール

王朝の末裔の人達がいたのです.1863年にその

王ノロドムがフランスと協定を結びまして保護

国になった．それはどうしてかといいますと，

ノロドム王はこのままでカンボジアがいくと，

ベトナムと，タイにやられてしまうと考えたの

です．なんとか国を保つためには，どこか外国

の力が必要だったのです．シンガポールに末て

いたフランスの使節に密かに肋けてほしいとい

う使節をおくったわけです．カンボジアはフラ

ンスと保護国の協定を結ぶことになったのです

が，これは要するにフランスの植民地になるこ

とです．

３．アンコールワット発見史

　1860年代には，アンコール遺跡については，

あまり知られてなかった．ただ，密林の奥にそ

ういう大きいものがあるということは知られて

いた．それがなんなのかということは当時まだ

わからなかったんです．文字がどんな文字か，

書かれている内容が何なのか，この遺跡がどう

いう人が作り，どんな経緯で今存在するのか，



わからなかったわけです．アンコールワットの

中に，それまでヒンズーの神像が置かれていた

のですが，15世紀ごろ上座部仏教の仏像を入れ

かえたわけです．そして仏教寺院としてあがめ

てきたわけです．ですから付近の住民は聖地と

してアンコールワットをあがめていた．このよ

うにしてアンコールワットはずっと，世の人々

に知られていた．カンボジアに来る外国人に，

何か森の奥に大きな建物があるという，インフ

ォメーションとしてありました．それからポル

トガル，スペインあるいは大航海時代になりま

すとカトリックの神父さんたちがやってくる．

その人たちもそこを訪れているわけです．そし

てとにかく得体の知れない建造物があることだ

けは伝わっていた．ただそれが何なのかという

ことはわからなかったわけです．ところが1879

年に遺跡の人ロに安置されていた石柱や石板に

書かれている文字を読んだ人がいるわけです．

それ以前に何度か調査隊が遺跡の入口や壁に彫

られている古代クメール文字を見ていたけれど

も，誰も読みきれなかった．ところが，オラン

ダ人でケルンという人がこれを読みくだした．

その文字というのが何なのかといいますと，古

クメール語文字でございます．ですから，例え

ばK600という碑文は，611年の年号かおり，す

でにこういう文字が書かれていた．このテキス

トに書かれているのは，奴隷のリストです．当

時お寺において奉仕していた人たち，あるいは

奴隷のリストです．私たちは奴隷といっており

ますが，本当のところ従属的な奴隷ではなく，

非常に自由な，そしてお寺のために働く人達だ

といえます．まあ，お寺を支えるために織物を

織ったり，それから食べ物を作ったり，それか

らロウソクのロウを集めてきたりです．そうい

う仕事をしていた人達のリストなんです．古ク

メール文字の解読にだいぶ時間がかかった．こ

３

　　　　　　　石潭　良昭:アンコールフットにっいて

の文字をどのように読んでいくかというと，そ

の読み方に問題があるのです．言語学をおやり

になっている方は，世界の言語の中で,600年か

らずっと今まで続いている文学史をやることが

できる研究材料はあまりないんです.ところが，

このカンボジア語は非常に歴史が長いものです

から，いろんな語形変化をもち，あるいは語順

とか，そうした問題を十分研究ができるように

なっています．

１図

一

土
入

ぐ
ｙ

○

　へ．

Ｑれ

　実は，この古い文字をローマ字にいたします

と，Pofiとなり「ポンニュ」となります．日本

語の中にもＬとＲの区別がないように，カンボ

ジア語の中にもＰとＶ，それからＢとの区別が

ございません．

　この「ポンニュ」という人物がこれはタイト

ルなんです．職称もしくは，当時の社会的称号

で，ポンニュと言われている人はかなり地位の

高い人であった．そして，その人が奴隷なる奉

仕者をお寺に寄附いたしました．差し上げまし

たというリストなんです．こういう碑文史料が

1,050あります.それで長いものは数百行に及ん

でいるものがございます．これを読むことによ

り，アンコール時代の歴史が判ってくるわけで

す．

　碑文には「Ｋ」という登録番号，カンボジア

語の「Ｋ」というのがついております．しかし，

残念ながらですね，そのアンコールワットはこ

んな方法で建てました，当時の生活はこんな風
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でした，それから人々はこんなことを考えてい

ました，そういう私達が一番知りたいと思って

いる当時の社会のことが何も書いてない．残念

ながら，何か書いてあるかと言いますと，寺院

に差し上げた人々の人数だとか，それからどん

な供物を差し出しただとか，どんなお祈りをす

るための道具を用意したとか，なにかそういう

宗教に関する事項ばかりです．そしてあとは神

様に差し上げた人名だとか，あるいは奴隷の名

前だとか，そういったものばかりです．結局の

ところ，当時の社会だとか，当時の一般的な概

念だとか，一般的にどんな生活をしていただと

か，なかなか判らないことばかりです．

４．アンコール時代史の解明に向けて

　歴史学などというのは総合的な学問ですか

ら，いろいろな史料・出土品・建物・遺跡など

を使いながら当時の歴史を解明していくわけで

す．遺跡の表面に彫られている浮き彫り絵図な

どを使って,当時はこんな社会ではなかったか，

当時はこんな宗教儀礼があったのではないか，

史実を挙げてまいります．周達観の『真朧風土

記』などから，私たちは多くの史実を知ること

ができるわけです．碑文・浮き彫り・建築・王

朝年代記・旅行記・近隣諸国の言及記録などか

ら，発掘出土品を含めての考察にさらに美術史

学，その他を駆使しながらその当時の社会を明

らかにしていこうとしております．

　フランス極東学院はフランス植民地時代にハ

ノイにあったのです．もちろんカンボジア研究

はずっとフランス人がやってきて，かなりの歴

史が解明されたのです．その歴史が明らかにさ

れたといって仏王様が何年から何年まで，統

治したとか，やっぱり基本的な事項ぐらいしか

わかってないのです．或いはいつどういう事件

があったとか，いつどんな王様がクーデターを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
４

起しただとか，まあそれぐらいの大筋が判って

いる．ただ当時の社会だとか，住んでいた人々

がどんな一般概念を持っていたのかとか，そう

いうことはなかなか判らない．ですから結論的

に申し上げて不明の部分が非常に多いわけで

す．ですからそういう意味ではこれからの研究

を待つわけです．それで実際にアンコールワッ

トは，いつの時代に何の王様によっていつどん

な方法で造られたのか，判らない部分が多い．

本当に年代が確定したのは1930年代です．アン

コールワットは1113年から30～40年聞かたった

であろう．そして造った王様は，スールヤヅァ

ルマン２世です．ところでスールヤヴァルマン

１世だとか，２世だとかいろいろ名前をつけて

おります．例えばジャヤヴァルマン王なんか，

ジャヤヴァルマンという名前が何人も出て参り

ます．殼初に出て来た王を１世，次に出て来だ

のが２世と，私たちはそれに順番に番号をうっ

ているわけです．ですからスールヤヴァルマン

王も過去に１回出て来たわけです．それで彼は

そのスールヤヴァルマンという名前が出て来て

から，何十年か後に，また別のスールヤヴァル

マンというのが出て来るから，前者に１世，後

者に２世とつけていくわけです．そうすると，

かなりの王様がリストアップされていまして，

だいたい17～18人の王様の名前が判っておりま

す．その王様には第一に実力のある人がなる．

必ずしもその息子がなるわけではない．実力が

有る者がなっている.その次の王様というのは，

どこの出身か判らない．だけど王様になった．

地方で実力のある集団がいるといたしました

ら,その集団が500人から1,000人の軍隊を持つ，

そしてアンコールに攻め上る，その時の王様を

追い落として，自分が王位につく．ですからア

ンコールの諸王は全部つながって非常にきれい

に系譜が並んでいる様に見えますが，その内実



はまったく達う血筋の人間が入っているわけで

す．ですから，アンコール諸王朝と言った方が

いいんじやないでしょうか．それから地方の土

豪が突然に王位につく．これをどのようにして

王として権威づけをするかと中しますと，そこ

にはバラモンの血筋を引くといわれる宗務祭司

かおり，即位式を執り行ないます．そのバラモ

ンたちは，世襲的に王様の日常的儀礼を執り行

い，即位式を挙げることのできる権限を持って

いる人達です．バラモン家系もまた，権力争い

かおり，別のバラモン家系の人達が出て来て，

新しい王様を担ぐわけです．それまで即位式を

挙げてきた家系の人達を亡きものにしてしま

う．その地方に移住させた傍系の人達がその地

方の政治集団を担いで攻め土る．そして今まで

存在した家系を亡きものにして，傍系が主流に

なってしまう．実は碑文史料の中に主流派の家

系が追っ払われそうになり，如何に主流派がそ

れまで諸王との関わりを持っていたかというこ

とを新しい王様へ直訴した碑文があります．実

はその直訴文中にその由来を書いてあります．

主流派はジャヤヅアルマン２世という王様のと

きにこんな事をいたしました．そういうことを

綿々と述べているわけです．何年にどの王様が

いてというのが実はそこからも判るわけです．

そして，如何に主流派が栄光のある家系である

かという事を，その新しい王様にアピールして

いる.その主流派家系は亡きものにしてしまう．

そして王が連れて来た，傍系を盛り立てて，そ

の新家系に乗り換えちやう．歴史というのは非

情なものです．

５．アンコールワットがまだ５か所も密林に残

　　っている

　遺跡はカンボジア全土に1080か所残ってお

り，登録されている．そのうちでアンコールフ

５
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ットのような大規模な遺跡がまだ五つ密林の中

に残っております．私達はそれをランドサット

でその状況を観察しているわけです．で，今ど

んな状況にあるか,密林がどんな状況であるか，

石材がどんな状況であるかということを監視し

ております．ランドサットなので，例のベトナ

ム軍がカンボジアヘ侵攻するときに一番最初に

その状況を伝えたのはこのランドサットといわ

れています．

　それら５遺跡は測量が終っているのですが，

遺がないからそこに行くことが出来ない．そこ

へ行くとしましたら乾季がいい，要するに雨の

降らないときです．雨が降ると川になり，雨の

降らないときは干上ってしまう川があるわけで

す．その河床をジープで行くわけです．途中で

川というのはぐねぐねしています．河床には突

然大きな石があったりしますが，それでもジー

プなら行ける．それで途中でテントを張りなが

ら二，三泊して奥地へ入っていくわけです．一

つの遺跡を保存修復するのにだいたい30年はか

かる．フランス人研究者の中に，やはり結婚も

しない，家庭も捧だない，そしてアンコール遺

跡のために一生を捧げたという人が何人もい

る．だって密林の中にある遺跡に入っています

と，まず数ケ月は帰ってこられない．サソリも

いれば，猛毒のグリーンスネイクもいる．それ

から恐しいのはマラリア蚊とかがいる．樹木の

上から山ヒルが降ってきたりする．その研究者

は一生その家庭とか，そういうものを捧つとい

うことができない．遺跡のために一生を捧げた

人は河人もいらっしやる．私の先生のベルナー

ル・フィリィップ・グロリエさんは，お父さん

が有名なカンボジア学の先生である．ところが

日本が1943年にカンボジアへはいりました折，

日本の憲兵がスパイの嫌疑をかけました．とい

うのはグロリエさんのお父さんは，無線通信の
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ハムの趣味を持っていた．当時ハム通信を世界

の各地とやっておりましたから，それでスパイ

の容疑がかかりまして，プノンペンの刑務所に

収容され，そこで亡くなられた．その息子でい

らっしやるグロリエ先生は私を受け入れるにあ

たっては,非常に複雑だっただろうと思います．

学問をやるということで許してもらったんです

が…．そのグロリエさんはやはり50歳すぎまで

独身でございました．なかなかハードな仕事で

すから本当に好きでなきやできない．遺跡の全

貌が解明されてきたのは，そういう人達の努

力・献身によるものにほかならないわけです．

もちろん現地のカンボジアの方と結婚した方も

たくさんいらっしやいます．

６．アンコール遺跡の崩壊を見つめて

　1975年のポルポト政権ができた時に，60名ぐ

らい遺跡保存修復の専門家や研究仲間がいたの

ですが,ほとんどが行方不明になってしまった．

あるいはフランスヘ，難民として逃げ出してき

たのはだいたい12～13入知っています．私が

1980年，かつての同僚だった３入から手紙をも

らったわけです．どうしてかといいますと，日

本の特派員がアンコールの現地へ入ったわけで

す．ポルポト政権が崩壊した後の取材陣第一陣

として入り，生き残っていた３名の友人から手

紙をもらったわけです.遺跡がすごく傷んでる．

だから何とかみてくれないかという話だったの

です．とにかく現状を調べようということで出

かけたのが1980年です.まあそんなふうにして，

実は３名の専門家が今，生存しております．で

すから専門家がいない．保存修復工事をする資

材がない．それをなんとかしたいと思っている

人たちも資金がない．ですから製図をやってい

る人たちが，本のこっぱみたいなものをペン軸

にして，それで製図をやっている．修復するた

６

めのノウハウの点で非常に困難に直面してい

る．普通の住宅もそうなんですが，人が住まな

くなるというと傷みがひどくなる．要するに壊

れるわけです．かつてはアンコールワットおよ

びその周辺の遺跡はいつもだいたい千人ぐらい

の作業員がいて，保守工事をしていました．ま

ずカビを取ったり，水を流したり，それから小

動物を追払ったり，例えばこうもりが巣をつく

りますと，こうもりの排泄物が雨季の大量の水

と共に流れ出してしまう．そうするとその排泄

物が石の壁の表面をつたって流れますから，こ

れは表面を剥離させてしまうわけです．それか

ら植物の芽を取り払うとか，いろいろなことを

しなくてはいけない．そういう専門の作業員が

約千人いた．その作業員の人たちがポルポト時

代に強制移住させられたり，あるいは殺された

り，あるいは病気のために死んだりしたのです．

もとの職場へ戻って来たのはだいたい70～80人

だといわれています．ですから当時保守作業の

ノウハウを知ってた人達というのはほとんど戻

らなかった．ところが新しい作業員たちは，ど

うやっていいかわからない．まあそういう状況

の中で遺跡の保存修復が始められようとしてい

ます．すでに２回のユネスコのアンコール遺跡

円卓国際会議がありまして，私も日本代表とし

て出席いたしました.1990年６月カンボジア和

平会談を東京でやりました時に，その第５項目

にアンコール遺跡を「非敵対行為地域」にしよ

うと，４派が合意している．ですからアンコー

ル遺跡の中では安全だというように考えており

ます．

７．美術史学による年代決定

　日本は中国から文字，律令制度，仏教などを

受容しておりますが，日本の中でこなれてくる

のは13世紀ころになってからです．カンボジア



も同じように，インドからいろんな影響を受け

ます．宗教，諸制度，それから濯漑だとか武器

だとか，あるいは王権の思想だとかいろんな影

響をうけます．そして12世紀に今のようなアン

コールフットを作りだしたわけです．カンボジ

アの美術はインドの美術とは全然ちがうわけで

す．日本の美術と中国の美術が違うように違う

わけです．ですから民族の美の基準というもの

が遠ってきております．ただカンボジアの美術

は宗教美術なのです．アンコールワットの年代

がなかなかわからなかった．あるいはアンコー

ルトムの年代を300年もまちがってしまったと

いうのが1930年代まで続いたわけです．その時

に美術史学の面で，例えば文様だとか，あるい

は彫像の変化だとかを詳細に研究し，美術史学

として有効な年代決定を提起しております．例

えば唐草文様を詳細に分析しますと，時代が変

わるとともに文様が変化してくるわけです．こ

の時代にはこういう特徴がというのがわかって

まいります．その裏付けとして碑文の年代が決

め手となりました．ですから両方法できちんと

した年代ができております．寺院建設の石材を

どこからとってきたかといいますと，やはり近

くのプノンクレーレ山陵です．石材をずっと運

び出して使ったので，付近には石材がなくなっ

てしまった．結局遠くから質の悪い石材を持っ

てきて使わなきやいけない状況になりました．

ですから12世紀後半からつくられたバイヨン，

アンコールトムなどは,やはり石材が悪かった．

ところがそういうふうにして石を切りだした石

切場の現場が今だに残っております．どうやっ

て切り出すかといいますとやはりそれは，非常

に高度なテクニックが必要でした．石材の表面

にできた小さな穴が二つおいています．あるい

は四つおいています．それはどうしたか，石材

を運ぶ時に，そこに本の小さな棒切れを差し込

７
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み，水をかけるわけです．そうすると膨らむ．

そうするとぬけないわけです．それが四本ある

からそこに繩をかけてかつぐというわけです．

それをかついで上の方へもっていくというわけ

なんです．それからアンコールワットの石には

ですね，接着剤をなにも使ってないんです．石

と石との表面のすりあわせを行なった．ですか

ら石と石とをこすっているうちにそこにピタッ

とくっつくわけです．実は1989年にタプロム遺

跡の壁に大きな木が倒れ，その壁をたおしてし

まった．そしてそこから出てきた石壁の石材の

一つずつがうすいブルー色の石なんです．それ

が本当にすり合わせたそのまま出てきて，それ

をまのあたりに見て感動いたしました．まあそ

れぐらい技術水準としては，非常に高いもので

した．



石潭　良昭：アンコールワットについて

以下の五葉の写真は、石沢良昭『アンコール・フット』（写真：柳生雄弐・石渾良昭・日本

電波ニュース）、日本テレビ放送網株式会社、1989年。収録の中から複写したものである。

アンコールワット・西正面
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石潭　良昭：アンコールワットについて
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アンコールワット本殿中央堂塔
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石潭　良昭：アンコールワットについて



石渾　良昭：アンコールワットについて

アンコールワット・第２回廊（デヴァター）
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石渾　良昭：アンコールワットについて

アンコールワット・第１回廊東面南側

　(乳海接伴の図)
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